



















Abstract… :…Text…mining…technology…has…been…established… in… these… few…years,…




















は、全 10 巻・57 話から成る（附録「北條五代記目録」を参照のこと）。テキストのディジタ
ル化にあたっては、橋本の記述通りの表記を用いたが、コードとして存在しない異体字は正字































1… KH…Coder,…MeCab などがよく利用される。KH…Coder の利用法については石川（2011）、MeCab の利用法につい
ては石田（2012）などに紹介されている。


































































2… 長尾（1999）には、英単語の平均語長は 4.5 という調査結果があることが紹介されている。

























文字（1 文字）を使うことで、言語に依存しない汎用 KWIC 作成ができるところにその特徴
がある。ただし、結果が膨大な量となるため（10,000 文字からなるテキストに対し、10,000 行
のリストができる）、本稿の分析では漢字と仮名のみについて KWIC 作成を行った（表 2-1 お
よび 2-2 参照）。
3…「大将」も頻出語ではあるが、そのほとんどは一般名詞である。
4… 北條氏康の末子で、越相同盟に伴い謙信の養子となった人物である。巻 7-3 は、越後御館の乱における彼の敗死を
扱っている。
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表 2-1　 KWIC の例（「公」の前後文脈）
巻 04-2 へ給ふ事、古記に見えたり、扨又右大將頼朝 公 別して鹿島を信仰候ひし其比、木曾よしなか
巻 01-2 勝ことことくほろほし、それより以來、關東 公 方たえはて、上杉の家も滅亡す。天文亂とい
巻 01-2 尊氏公より十代持氏公より五代、是を古河の 公 方と申候。又問ていはく、上杉殿の系圖はい
巻 02-3 し、鎌倉の公方よりつたはり關東の公方京の 公 方と號し、兩公方まします、扨又文明の比ほ
巻 03-6 、或老士語ていはく、長享の頃ほひ、關東の 公 方と號し左馬頭源政氏公、鎌倉におはします
巻 01-2 て、古河へ御馬を入給ふ、其後政氏公關東の 公 方と號す、越州上杉民部大輔顯定、かつは治
巻 01-2 ふ。其節氏綱、高基公の一男晴氏公を取立、 公 方にあふき、むこ君になし、總州古河に仕付
巻 01-2 得たる無雙の者なり、此人永壽王殿を取立、 公 方にあふき奉り、天氣をうかゝひ、四位少將
巻 06-1 すかうちはたしかたく、逆意をなため、後も 公 方にあふき奉る所に、動すれはいにしへの郎
巻 03-1 をほろほし其上は古河樣を追討仕り、をのれ 公 方にもならん望み、たなこゝろににきるかと
巻 06-1 、それ北條家の根源を尋るに、早雲は京都の 公 方に仕へ、御他界以後たゝ一人駿河へ下り、
巻 02-5 是により善惡を撰ひ、萬民安からす、此よし 公 方に聞召、ひた一錢を用ゆへし、永樂禁制と
巻 03-5 諸侍相談し、持氏公の四男成氏公を引出し、 公 方の御遺跡を取立、主君にあふき、官領上杉
巻 01-1 。是をなけきおほしめす所に、御むさうに、 公 方の御先祖平家をことことくほろほし給ふ、
巻 06-1 いにしへより數十代相つたはり、かまくらの 公 方の御被官、官領上杉の郎從等也、然に古河
巻 06-2 やもめ女出あひの沙汰は、右大將家以後代々 公 方の法式にも記さす、昔もろこしに展季と云
巻 06-1 下に屬し、上杉は越後へ落行、景虎を頼み、 公 方は氏康妹聟、其上若君御誕生、骨肉同姓の
巻 03-4 遠近にふるひ、をそれぬ敵なし、然に古河の 公 方は氏綱の聟一味なり、晴氏公小弓の御所を
巻 04-3 とことく降人と成て、氏康旗下に候す、其後 公 方は配所へうつり、流罪せられ、上杉は越後
巻 03-5 とよめりなと云て、或時はほんぎやくを企、 公 方へ弓を引、或時は官領上杉と戰ひ止事なし
巻 01-1 節、するかの國主今川五郎氏親京都に上り、 公 方へ御禮申、下國に至て、いせの守殿の息女
巻 02-3 よりつたはり關東の公方京の公方と號し、兩 公 方まします、扨又文明の比ほひ、兩上杉は關
巻 03-1 をひらき、三千餘騎いさみすゝみ切て出る、 公 方も憲政も兼て催す合戰、たかひに鬨音をあ
巻 02-3 　　　　　　　　　　聞しはむかし、鎌倉の 公 方よりつたはり關東の公方京の公方と號し、
巻 03-6 武州河越の居城を氏綱せめ落す、其頃關東の 公 方をは晴氏公と申、是は高基公讃光院殿の御
巻 03-7 永年中、禪秀亂といひ傳ふる事、其頃鎌倉の 公 方をは兵衛督持氏公と申、然に關東官領上杉
巻 06-1 館にをいて、氏康と合戰し、氏康討かつて、 公 方をも上杉をも追討す、猛威を遠近にふるひ
巻 06-5 すといへ共、我まゝを振舞無禮をあらはし、 公 方を輕しめ申さるゝによつて、關東北條氏政
巻 02-7 り、それ御成敗式目は天下の龜鑑との御時代 公 方家に是を專用ひ給ふ、件式目五十一ケ條の
巻 03-5 へからす、保元の合戰より以來永禄八乙丑年 公 方義輝公御滅亡まて四百十一年の間弓矢其數
巻 03-7 領上杉安房守憲實、叛逆をくはたて、京都の 公 方義教公へ申により、京勢馳下り、鎌倉にを
巻 06-5 上總介信長京都へせめ上り、三好を追罰し、 公 方義昭公を都へ移し申、天下に義兵を上、關




巻 05-3 を捨る心よりおこる、あしたにはくれなゐの か ほはせ有といへ共、ゆふへには白骨となる、
巻 05-3 えたり、其上當年は甲子なり、甲子は殷の紂 か ほろほされ、武王は勝る年也、義弘は紂に同
巻 01-1 とす。高時、時行、ほつらく以後、源尊氏公 か まくらにおはしまして、御いくわういみしか
巻 02-3 たる無雙の者也、然とものりたゝ運命つき、 か まくらにて滅亡し給ひぬ、是によつて、東國
巻 03-7 三年甲戌十二月廿七日、公方西御門成氏公、 か まくらにをいて、上杉右京亮憲忠を誅したま
巻 03-7 　　　一　永正年中、三浦介道寸と北條早雲 か まくらにをいて合戰す、道寸討まけ敗北し、
巻 01-1 さかへ給ふと云々。中古にも去ためしあり。 か まくらのさかいか谷は、北條時政のやしき、
巻 02-3 名皓峰可淳と申き、その後、三浦介道寸は、 か まくらの近所すみよしに在城す、上杉ともお
巻 06-1 、關東侍はいにしへより數十代相つたはり、 か まくらの公方の御被官、官領上杉の郎從等也
巻 06-1 仁とす、寛喜の比ほひ、北條武藏守泰時は、 か まくらの實鷃、文武の達人、天下靜謐に治り
巻 08-2 、扨又運命のかれかたき事思ひあはせり、昔 か まくらの將軍頼家公は御舎弟實朝の爲に滅亡
巻 04-2 におもむき給ふと其御つけ有と、鹿島の禰宜 か まくらへ使者を立る、同廿日の戌の刻、鹿島
巻 02-3 京都の將軍よしもち公に御息なきによつて、 か まくらもちうち君を養子にかねて御定あり、
巻 02-7 也、其科をそれさるへけんや、むかし頼朝公 か まくらより御上洛諸侍其支度あり、當年田畠
巻 02-2 秀衡か子共退治として、文治五年七月十九日 か まくらを打立給ふ、先陣ははたけ山の次郎重
巻 04-1 奥州泰衡退治として、文治五年七月十九日、 か まくらを打立發向し給ふ所に、國衡大將軍と
巻 09-1 道寸は至剛智謀兼備せし大將たりといへ共、 か まくら合戰に人數ことことく討れ、小勢なれ
巻 02-3 り、近國遠國入みたれたゝかひあり、其後、 か まくら山内上杉憲忠十州にをよんて収領す、
巻 10-1 向ふ、此渡り十八里、内海の浦つゝき小田原 か まくら有、此三ツの島崎大海原にて出向て、
巻 02-7 に君道あるときんはまもり海外に有と云々、 か まくら將軍の時代、政道たゝしくをはしませ
巻 05-2 あけてき給ふ、其程に後のゑもんつきと、は か まこしの間五寸六寸程有し也、廿四五年以前
巻 05-2 まてのけて、膏盲の灸の見ゆる程に着し、は か まの前をむなたかにうしろこしをあけてき給
巻 05-1 き臥、二千餘人討取たり、上州衆は瀧川にも か まはす、をのれをのれか居城へ引て入、瀧川
巻 08-2 頼朝公奥州出馬に至て、あづかし山に城壁を か まふといへ共、廿日の内に滅亡す、信長公天
巻 05-8 經ひとりけなけを專とせり、平家一谷に城を か まふる所に、鵯こえといふ人力のをよばぬ高
巻 02-7 盗賊にひとしきと、先哲も申されし、私欲を か まふる國主はめつはうその中にあり、秀吉天
表 2-3　逆引き KWIC（5）の例（「原」の前部文脈で並べ替えたもの）
巻 05-6 廿二日申の刻に到て、家康公と遠州みかたか 原 の合戰に信玄勝利をえられたり、此節大藤式
巻 09-3 氏直も關八州の軍兵を率し、伊豆のはつねか 原 三島に陣をはる、氏直亂波二百人扶持し給ふ
巻 05-7 陣す、北條氏直も出馬し、伊豆の國はつねか 原 三島にはたを立、對陣を張て、さかひをへた
巻 10-3 さるへき、數日をうつさす、伊豆國はつねか 原 三島へことことく諸軍を打出し、一戰をとけ
巻 03-7 、駿河の海にて舟いくさを、勝頼うきしまか 原 下へ出見物の事。　　　　　　　　　　　　
巻 05-7 、武田勝頼伊豆の國に向て進發し、うき島か 原 三枚橋に陣す、北條氏直も出馬し、伊豆の國






























　「北條五代記」は前述のとおり、10 巻 57 話からなる。1話に 1つないし 2つ以上の逸話が掲
載され（主に 2つ。この場合には最初の逸話に関連する中国の故事、あるいは、鎌倉時代の逸
話などの挿話がついているケースが多い）ている。人物間の関連や人物と地名の関連を分析す











単語 カテゴリー 出現回数 出現文書 id
北條早雲 person 16 巻 01-1
伊豆 place 9 巻 01-1
京都 place 4 巻 01-1
平氏 person 4 巻 01-1
今川氏親 person 4 巻 01-1
…
足利持氏 person 7 巻 01-2
足利晴氏 person 5 巻 01-2
…
表 5　人物と出現場所（文書 id）の関係（トップ 15 のみ掲載）
――各人物に対し、1 回以上出現した文書に該当するセルは「1」――
person 出現文書数 巻01-1 巻01-2 巻01-3 巻01-4 巻01-5 巻02-1 巻02-2 … 巻10-5 巻10-6
北條氏直 31 1 0 0 1 1 0 0 1 1
北條氏康 28 0 1 0 1 1 1 1 0 0
北條氏政 19 0 0 0 1 0 0 0 0 1
源頼朝 19 0 1 1 0 1 0 1 0 0
北條氏綱 17 0 1 1 0 0 1 0 0 0
豊臣秀吉 16 0 0 0 0 0 0 0 1 1
武田勝頼 13 0 0 0 0 0 0 0 1 0
北條早雲 12 1 1 0 0 0 0 0 0 0
平氏 11 1 0 0 0 0 0 0 0 0
武田信玄 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0
織田信長 10 0 0 0 0 0 0 0 1 0
上杉謙信 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0
上杉憲政 9 0 1 0 0 0 0 0 0 0
徳川家康 9 0 0 0 0 0 0 0 0 1
里見義弘 9 0 0 0 0 1 0 1 0 0
7… 第 3 巻 7 話は、「応永（1416 年の上杉禅秀の乱）より慶長（1615 年大坂冬の陣）関東合戦の次第の事」と題され
ているとおり、200 年間の主な戦役を箇条書きで挙げたものであり、特定の逸話ではない。



















取れるが、図 2-1（表 6 のうち共起回数が 8 以上の組についてネットワーク図にしたもの）、…図
2-2（表 6 のすべての組、すなわち、共起回数 6 以上でネットワークを図示したもの）に挙げ
たような人物関係ネットワークにすると、彼らの間の関係が別の面から見えてくる。
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「北條五代記」における人物・地名関連分析
表 6　人名同士の共起（共起回数 6 以上）
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図 2-1　人名同士の共起ネットワーク（共起回数 8 以上）
（太線は共起回数上位のもの。数字は後北條家当主）
図 2-2　人名同士の共起ネットワーク（共起回数 6 以上）
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「北條五代記」における人物・地名関連分析






















































権からの継承性に考慮していたことを、歴史学の立場から強調している（黒田 2011 の p.18-20「北条氏の誕生」、
p.38-41「氏綱による鶴岡八幡宮の修造」など）。
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図 3-1　人名・地名の共起ネットワーク（共起回数 12 以上）
図 3-2　人名・地名の共起ネットワーク（共起回数 10 以上）
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「北條五代記」における人物・地名関連分析







































… http://chasen-legacy.osdn.jp/　（2015 年 9 月 1 日閲覧）
三浦浄心著、橋本實校訂（1940）北條五代記．雑誌古典研究第 5巻第 14 号別冊附録．雄山閣．東京








































































226125_多摩大研究紀要_No20-4校02.indb   70 2016/01/29   21:59:23
